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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

　昨年４月から、私た
ちは民主党政権下で強
行された憲法違反の
「賃下げ特例法」で7・
8％の給与削減、さらに403万円の退職金削減、宿舎追い出し、宿舎料
の引上げなど様々な公務員バッシングにさらされました。その後地方
公務員にも同様の削減が強いられています。その結果はデフレに陥っ
ている日本経済をますます縮小させるものになっています。このバッ
シングの背景には「税と社会保障の一体改革」をすすめていた政権与党
の思惑があり、「まず身を切る」と称した公務員攻撃で、国民の不満を

そらすためのものでした。
　国公労連が昨年5月に結成した賃下げ撤廃を求める違憲訴訟団に全国税からも
４人の原告を送りました。この6月24日までに５回の口頭弁論を行い、職場内外
に個人署名、団体署名をとりくみ、訴えを広げてきました。
　全国税が昨年秋の段階で主に職場からの声を集めた3，700超の署名は、国公全
体の運動をリードし激励、鼓舞する取り組みでした。運動の推移としては、賃下
げ法の期限が切れる前の判決をめざし、今年中の結審と年度内の判決を求めてい
きます。
　確申期の問題では、4時受付終了をHPで公表する局が二つになりました。署外
会場も増えましたが、「5時まで受け付ける」これまでのやり方が超勤を増やし職員
の健康阻害を引き起こす要因の一つになっていることを当局も認めざるを得なく
なっていることがあり、一歩前進と言えます。しかし、立ちっ放しの相談を全国
の局署に広げ、当初半日としていたのが1日になっているところもあり、職員に
とって確申期は健康破壊が危ぶまれる時期という現状は変わっていません。
　改正通則法は2年目となり、調査手続きの扱いは「導入ありき」であったのが
「慣れてきた」として調査件数増加なども目論まれています。また、消費税増税の
他、共通番号制導入などにより新たな労働強化は必至の状況です。
　私たちはいくつかの要求と運動課題で前進面を築いてきました。国公労連に結
集して要求実現を求める運動を基本に、職場の仲間とのつながりを強め、労働強
化を阻止し、職場の組合員と仲間の健康維持と処遇改善、全国税と国公一般との
共同を見据えた組織拡大の運動に本年も取り組んでいきます。
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教
の
小
出
裕
章
さ
ん
が
政
府

や
東
電
の
責
任
を
厳
し
く
追

及
し
た
▼
福
島
の
事
故
で
大

気
中
に
放
出
さ
れ
た
放
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性
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い
て
、
政
府
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広
島
原
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の
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。
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が
、

事
故
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任
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５
０
０
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０
０
０
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さ
れ
、
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く
な
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て
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は
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な
い
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を

つ
く
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だ
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れ

た
」
責
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。
未
来
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こ
れ
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だ
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な
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ら
な
い
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れ
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な
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発

講
演
会
」
で

京
都
大
学
助

〈
出
題
〉
九
段
　
西
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ヒ
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。
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全
国
税
は
８
月
　
日
か
ら
　
日
の
２
日
間
、
東
京
都
内
で
第
　
回
定
期
大
会
を

24

25

７１

開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
延
べ
１
４
０
名
が
参
加
し
、
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
の
闘

い
、
改
正
通
則
法
や
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
問
題
点
、
配
転
や
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
人

権
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視
の
現
状
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報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
討
論
を
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け
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仲
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に
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し
て
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運
動
と
組
織
へ
の

参
加
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訴
え
る
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会
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言
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満
場
一
致
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択
し
ま
し
た
。

　
職
場
の
皆
さ
ん
も
引
き
続
き
全
国
税
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

増山委員長あいさつ

 仲間ととも仲間とともにに、、未来に展望未来に展望がが
もてる働きやすい職場をつく もてる働きやすい職場をつくろろうう

激
励
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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憲
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縄
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史
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懇
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司
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総
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来
賓
の
国
公
労
連
青
柳
中

央
執
行
委
員
か
ら
、
消
費
税

増
税
と
表
裏
一
体
の
社
会
制

度
改
革
報
告
が
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
り
、
全
て
の
世
代
に

負
担
増
を
強
い
る
サ
ー
ビ
ス

切
り
捨
て
を
許
さ
な
い
闘
い

が
重
要
と
あ
い
さ
つ
。　

　
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
で
は

「
３
月
末
ま
で
の
給
与
削
減

へ
の
取
り
扱
い
を
政
府
が
い

つ
出
す
か
、
新
藤
大
臣
の
延

長
に
含
み
を
持
た
せ
る
発
言

か
ら
も
予
断
を
許
さ
な
い
」

　
　
日
、
協
議
会
を
結
成
し
て
い
る
全
国
税
・
沖
縄
国

24
公
労
全
税
支
部
と
の
定
期
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
に
は
、
全
税
支
部
か
ら
８
年
ぶ
り
に
６

級
ポ
ス
ト
発
令
さ
れ
た
、
後
間
書
記
長
（
協
議
会
評
議

員
）
が
参
加
し
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
令
で
６
級
ポ
ス

ト
発
令
さ
れ
た
。
全
国
税
か
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沖
縄
国
税
事
務
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の
要

請
行
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、
長
官
交
渉
で
の
追

及
が
さ
れ
た
結
果
だ
と
思

う
。
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。
　
一
方
宮
城
委
員
長
な
ど
要

求
該
当
者
２
名
に
発
令
が
な

く
、
当
局
の
差
別
分
断
攻
撃

と
引
き
続
き
闘
っ
て
い
く
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
で
は
、

日
本
政
府
は
国
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よ
り
米
軍

を
選
ん
だ
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米
軍
の
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力
強
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が
続
く
が
、
反
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を
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け
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来
る
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な
く
、
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結
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奪
う
憲
法
改
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に
断
固
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く
。

　
反
戦
平
和
と
あ
わ
せ
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労
働
条
件
を
良
く
す
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、
全
国
税
と
連
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し
引
き

続
き
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い
き
た
い
。
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員
で
す
。
何
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き
る
か
を

議
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す
る
。

　
職
場
は
、
F
T
A
な
ど
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仕
事
も
忙
し
く
、
管
理
強
化

も
す
す
み
メ
ン
タ
ル
疾
患
に

か
か
る
も
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が
多
い
。

　
9
月
7
日
の
大
会
で
、
今

後
の
方
針
を
議
論
す
る
。

　
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

左から小林評議員、挨拶する阿部代表委員（新委員長）、後間評議員

満
場
一
致
で
、
2
0
1
3
年
度
運
動
方
針
案
を
採
決
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　日本が世界に誇るべき平和憲法を改悪しようとする策動
が強まっている。今、これを阻止する、広範な国民が連帯し
た運動が強く求められている。
　こうした情勢の下、私たちは8月24、25日の両日、東京
都文京区・機山館ホテルにおいて定期大会を開催した。
　憲法違反の「賃下げ法」に反対する法廷闘争は、この秋、た
たかいの重要な段階を迎える。私たちは、東京地裁あて要
請署名を職場のすべて労働者に訴え、集約を図ることをは
じめとして、国公労連の運動に結集してたたかうことを決
意した。
　改正通則法による調査手続きの扱いについて当局は、「習
熟した」として調査件数や接触率を引き上げようと躍起に
なっている。また、管理運営部門でも当局は「定着した」と
して定員削減による効率化を図ろうとしているが、各地で
ミス・トラブルが頻発し、超勤手当すら適正に支給されてい
ない実態が明らかになった。こうしたなかで、精神的な病
を患う職員は、もはや「後を絶たない」どころではなく、
「激増」している。私たちは、職員の生命と健康を守るため、
労働強化に反対してたたかうことを強く決意した。
　職場でともに働く仲間である非常勤職員の処遇が、酷い
ものとなっている実態も明らかになった。いわれなき「雇い
止め」をはじめ、当局の都合のいいように「働かせ、辞めさ
せ」ようとする事態が横行している。私たちは、この非人道
的ともいえるこの状況を打破するためにたたかうことを改

大
会
宣

大
会
宣
言言
（
要
旨
）
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曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

新
役
員
紹

新
役
員
紹
介介

めて決意した。
　職場内外における職員を取り巻く状況は、「閉塞感が充満している」と
表現しても過言ではない。労働組合の存在意義が、今、改めて問われて
いる。
　たたかう労働組合「全国税」を強く、大きくするために私たちは、組
織拡大運動を旺盛に進めることを決意した。｢形勢逆転は可能だ｣との新
入組合員の発言は、大会参加者を大いに勇気づけた。
　私たちは、すべての国税労働者の要求実現のために、運動の先頭に
立ってたたかうことを決意するとともに、職場の仲間に対して、全国税
の運動と組織への参加を強く、そして熱く訴えるものである。
以上、宣言する。
　　　　　　　2013年8月25日 全国税労働組合第71回定期大会
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・
再
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再
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会
計
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男（
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玉
・
再
）

中
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京
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・
再
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【
統
制
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員
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（
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・
再
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退
任
さ
れ
た
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修
司
（
道
中
）
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千
代
典
（
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（
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潤
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理
運
営
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は
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壊
す
る
の

で
は
と
危
惧
す
る
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口
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は
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ス

稗
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員
長

　
管
理
運
営
部
門
は
5
年
目

に
入
っ
た
。
賦
課
か
ら
来
た

人
は
3
年
で
帰
れ
ず
1
年
延

ば
さ
れ
不
満
が
あ
る
。
交
渉

で
信
義
に
反
す
る
と
追
及
し

た
。
今
年
一
定
数
戻
っ
た
反

面
、
定
着
と
言
わ
れ
た
職
員

も
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
対
応
や

忙
し
い
時
に
ど
の
事
務
を
優

先
す
る
か
は
、
経
験
を
積
ま

な
い
と
出
来
な
い
し
、
こ
れ

が
出
来
な
け
れ
ば
定
着
し
た

と
は
言
え
な
い
。

　
提
要
が
し
っ
か
り
し
て
な

い
か
ら
、
大
阪
局
で
は
各
署

で
工
夫
し
て
や
っ
て
き
た
が
、

提
要
通
り
や
れ
と
言
い
出
し

た
。
長
年
の
経
験
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
仕
事
は
回
ら
な
い
。

　
窓
口
対
応
の
負
担
が
大
き

な
問
題
で
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
。
相
談
件
数
も
増
加
し

て
お
り
課
税
内
部
も
職
員
を

削
ら
れ
て
い
る
。
相
談
セ
ク

シ
ョ
ン
を
作
る
こ
と
も
考
え

る
べ
き
だ
。

□
相
談
官
が
再
任
用
で
 

　
　
　
　
管
理
運
営
部
門
へ

関
信
　
黒
河
内
代
議
員

に
置
い
て
い
る
。
①
在
宅
介

護
の
為
、
今
年
再
度
単
身
赴

任
に
な
っ
た
。
②
今
年
、
夫

婦
７
組
が
札
幌
か
ら
出
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
２
組
は
妻
が

退
職
す
る
も
よ
う
。
職
場
で

は
、
共
働
き
の
場
合
子
ど
も

が
小
学
生
ま
で
は
札
幌
か
ら

出
さ
れ
る
と
話
さ
れ
て
い
る
。

③
発
令
の
翌
日
に
は
単
身
か

通
勤
か
を
意
思
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、「
一
晩

寝
な
い
で
悩
ん
だ
職
員
も
い

る
。
④「
子
ど
も
の
育
児
休
業

期
間
が
終
わ
っ
た
ら
持
ち
家

が
あ
っ
て
も
夫
婦
で
地
方
へ

出
さ
れ
る
。
こ
う
い
う
風
潮

は
ど
う
な
の
か
」と
の
声
が
あ

る
。
　
６
月
７
日
の
局
長
交
渉
の

朝
、
国
公
の
応
援
も
受
け
て

局
前
で
配
転
リ
ー
フ
を
配
布

し
た
。
交
渉
の
中
で
局
長
か

ら
「
何
が
出
来
る
か
考
え
た

い
」
と
の
答
え
を
引
き
出
し

た
。
今
後
の
た
た
か
い
の
大

き
な
足
が
か
り
だ
と
考
え
て

い
る
が
、
反
面
8
月
に
夫
婦

で
勤
務
す
る
職
員
数
の
開
示

請
求
を
出
し
た
が
、
当
局
か

ら
は
「
そ
う
い
う
デ
ー
タ
は

取
っ
て
い
な
い
」と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

□
徴
収
シ
ス
テ
ム
 

　「
ま
だ
ま
だ
問
題
だ
ら
け
」

東
京
　
菅
原
代
議
員

　
未
だ
に
滞
納
残
高
セ
ン

タ
ー
で
合
わ
せ
て
い
る
よ
う

で
、
東
京
局
の
「
滞
納
整
理
状

　
局
相
談
室
か
ら
再
任
用
の

際
、
管
運
部
門
を
希
望
し
相

談
業
務
を
担
当
し
て
る
。
こ

う
い
っ
た
職
員
が
多
く
な
れ

ば
、
相
談
業
務
の
負
担
が
減

る
の
で
要
求
し
て
い
き
た
い
。

□
接
触
率
向
上
に
や
っ
き

　
山
口
中
執

　
東
京
局
個
人
課
税
課
は
通

則
法
改
正
に
よ
る
調
査
件
数

減
を
補
う
た
め
か
全
管
一
斉

に
不
動
産
所
得
者
へ
の
行
政

指
導
と
称
し
た
施
策
を
始
め

た
。
全
不
動
産
所
得
者
か
ら

経
費
率
が
当
局
の
基
準
よ
り

高
い
、
収
入
が
資
料
せ
ん
よ

り
少
な
い
等
の
条
件
で
抽
出

し
、
見
直
し
依
頼
文
書
を
出

さ
せ
た
。
単
年
度
・
加
算
税
な

し
を
条
件
に
自
主
修
正
を
求

め
る
も
の
だ
が
、
実
質
的
に

行
政
指
導
と
い
う
名
の
調
査

に
な
っ
て
は
い
な
い
か
。
異

動
前
に
文
書
を
発
送
せ
よ
と

指
示
す
る
な
ど
職
員
の
ゆ
と

り
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

□
北
海
道
の
配
転
は
 

　
　
　
　
　
人
権
侵
害

　
北
海
道
　
板
東
代
議
員

　『
あ
き
ら
め
な
い
で
お
父
さ

ん
』
を
発
行
し
、
翌
年
上
席
以

下
単
身
２
年
解
消
。
今
も
っ

て
公
務
の
要
請
を
人
権
の
上

況
等
」
か
ら
「
暫
定
版
」
の
文

字
が
消
え
て
い
な
い
。

　
決
議
書
等
の
作
成
の
た
め

に
、
例
え
ば
同
じ
書
類
を
３

回
出
力
す
る
場
合
も
あ
り
、

手
間
が
か
か
り
ペ
ー
パ
ー
ロ

ス
だ
。
仕
事
の
効
率
化
よ
り
、

職
員
の
牽
制
が
本
音
な
ん
だ

ろ
う
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
は

人
に
優
し
く
な
く
、
特
に
高

齢
者
は
目
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
る
。

　
徴
収
シ
ス
テ
ム
は
、
問
題

だ
ら
け
で
、
こ
れ
以
上
の
機

能
利
用
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
。

　
東
京
局
の
財
産
調
査
支
援

シ
ス
テ
ム（
照
会
文
書
シ
ス
テ

ム
）は
職
員
の
声
を
も
と
に
作

ら
れ
た
の
で
、
使
い
勝
手
が

い
い
。
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□
管
理
運
営
部
門
 

　
　「
こ
の
ま
ま
で
は
崩
壊
」

北
陸
　
後
藤
代
議
員

　「
新
人
を
受
け
入
れ
て
１
年

後
に
課
税
・
徴
収
に
送
り
出

す
。
７
月
の
異
動
後
は
交
流

人
事
も
あ
り
、
ぐ
っ
と
レ
ベ

ル
が
落
ち
ま
た
1
か
ら
始
ま

る
を
毎
年
繰
り
返
し
て
い
る
。

　
管
理
運
営
の
事
務
運
営
は

各
事
務
系
統
の
プ
ロ
パ
ー
が

い
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
育

成
に
は
長
い
経
験
が
必
要
だ

が
、
管
理
運
営
を
背
負
っ
て

く
れ
る
新
人
・
若
手
の
配
置
は

な
く
、
育
て
る
対
象
者
が
い

な
い
。　
歳
代
の
ベ
テ
ラ
ン

50

職
員
が
退
職
す
る
頃
に
は
管

□
賃
下
げ
特
例
法
延
長
を
 

　
阻
止
し
よ
う

東
北
　
田
山
代
議
員

　
職
場
の
興
味
は
来
年
３
月

に
特
例
法
が
本
当
に
終
わ
る

か
だ
。
岩
手
県
沿
岸
部
の
被

災
地
の
自
治
体
で
も
減
額
が

入
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

独
法
の
全
医
労
は
た
た
か
っ

た
結
果
、
昨
年
は
減
額
を
阻

止
し
た
。
今
年
か
ら
管
理
者

だ
け
の
提
案
を
さ
れ
て
い
る

が
、
一
般
職
に
つ
い
て
は
こ

の
ま
ま
来
年
３
月
に
終
わ
れ

ば
影
響
を
受
け
な
い
。
職
場

の
仲
間
と
一
緒
に
秋
の
た
た

か
い
を
強
化
し
、
来
春
の
特

例
法
の
延
期
を
阻
止
し
よ
う
。

こ
の
ま
ま
で
は
職
場
は
も
た
な
い

当
局
は
生
の
声
を
聞
き
改
善
し
ろ

大会発言集

で
取
り
上
げ
て
く
れ
阻
止
し

て
く
れ
た
。
団
結
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
、
全
国
税

に
加
入
し
た
。
職
員
は
も
の

を
言
え
る
場
所
を
求
め
て
い

る
。「
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
」の

署
名
は
職
場
の
8
割
が
そ
の

場
で
書
い
て
く
れ
た
。
全
国

新
し
い
加
入
者
紹
介

東
海
地
連
「
寺
坪
さ
ん
」

　
他
の
職
場
の
行
（
二
）
職

員
か
ら
用
務
員
室
が
な
く
な

る
と
相
談
さ
れ
た
。
知
り
合

い
の
全
国
税
組
合
員
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
交
渉

税
の
機
関
紙
は
職
員
が
手

を
出
し
て
も
ら
っ
て
く
れ

る
。
何
か
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
れ
ば
全
国
税
組
合
員
は

増
え
る
。
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
が
大
切
。
こ
れ
か
ら

も
職
場
の
た
め
に
が
ん
ば

り
た
い
。

 組織拡大と
 要求実現のため頑張ります
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